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和歌山県田辺湾とその近隣海域におけるムラサキイガイ個体群の

激減とミドリイガイ個体群の激増（続報）

久保田信＊

干649-2211和歌山県西牟婁郡白浜町459

京都大学フィールド科学教育研究センター瀬戸臨海実験所

Sharp decrease of Mytil.附 galloprovincia胎 populationand a marked 
increase of Perna viridis population in Tanabe Bay and its adjacent waters, 

Wakayama Prefecture, Japan (follow-up report) 
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Abstract. In S巴pt巴mber2017, an extreme decrease in the population of A⑫tilus 
galloprovincialis and a contrasting increase of population of Perna viridis in Tanabe Bay 
and its adjacent waters in Wakayama Prefecture, Japan were confirmed. Owing to the global 
warming, this surprising alternation of these two introduced bivalv巴specieshave taken 
place. 
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（要約）

和歌山県田辺湾で，今から数十年前には多数が生息して普通種だ、ったムラサキイガイが，近年になっ

て激減しそれに代わって新参の移入種のミドリイガイの激増を 201l年に確認して以来の再調査を，

2017年9月に実施したその結果、地球温暖化によるこの交代状況がより進行したことを確認した

はじめに 2011）.ムラサキイガイとは逆に，東南アジア

原産のミドリイガイ Pernaviridis (LINNAEUS, 

1758）の増加が起こり，近年，田辺湾の各所に

設置された浮き桟橋に付着する二枚買は，前

者から後者へほとんど置き換わった（久保田，

2011）.今回，この状況から 6年が経過した状

況を続報する

南西諸島以外の日本列島全域に広分布する

移入種ムラサキイガイ Mytilusgalloprovincialis 

LAMARCK, 1819が（久保田ほか， 1995). 1994 

年夏季に和歌山県田辺湾で高水温により初め

て大打撃を受け（Kubota,1994；久保田， 1997).

その後は 2006年に激減した（久保田， 2007.
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ムラサキイガイの激減とミドリイガイの激増（続報）

壁には2種の付着はいっさいみられず，マガキ

Crassostrea gigasが優占していた今回，ミド

リイガイ個体群サイズが前回の 2011年よりも

小さくなっていた（図 I:3, 4, 6）のが注目され

る．また， ミドリイガイは．以前の状況と同様

で田辺湾外（図 I:I, 2, 9）には分散していない．

生体の生息が確認できなかったムラサキイガイ

は，前後軸長 10mm以下の小型個体の死殻の

み発見できた．一つはミドリイガイ群集の聞に

挟まっていた4個体の死殻で，他は調査日より

以前に引き上げられたロープに多数が付着して

いた この結果から，田辺湾では盛夏を過ぎる

とムラサキイガイは壊滅していると言える．

京都大学白浜水族館では，毎日，水温を測

定しているが，それによると， 2017年は7月

25日より 9月l日まで，ほとんどの日が水温

29℃以上を観測した．従って，高水温に弱いム

ラサキイガイは以前のように（久保田， 1997)

死亡したであろう 逆に，このような高水温が

生存に好都合な熱帯性のミドリイガイは，田辺

湾で 1996年に発見されて以来，地球温暖化に

よる冬期の水温上昇で冬越しも可能となり（田

材料と方法

2017年9月21 23日に，紀伊半島西岸に所

在する和歌山県田辺湾とその近隣海域の9地点

で，陸からの目視観測でムラサキイガイとミド

リイガイの生息状況を調査した（図 I）.各地

点の浮き桟橋を構成する少なくとも 12個の発

泡スチロールの浮き（3号フロートで I個の長

さ約 lm）の両側を調べた また全地点でコン

クリート製の岸壁も目視調査した生息が確認

された場合， 2種の個体群サイズを， lm長の

フロート当たり，不在， 10個体未満の付着数，

100個体以上の付着数，後2者の聞の4階級に

分けて個体群の大きさを示した（表 I). 

結果と考察

田辺湾の南岸の4地点（図 I:3 6），北岸2

地点（図 I:7, 8），および近郊の3漁港（図 I:

1, 2, 9）で調査を実施した結果，わずか3地点

の浮き桟橋にミドリイガイのみが少数だけ見ら

れ，ムラサキイガイの付着は全く確認できな

かった（表 I）.全地点のコンクリート製の岸
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図 I. 和歌山県田辺湾内とその近隣域でのムラサキイガイとミドリイガイの分布調査地点（9地点名は表l
参照）

Fig. I. Surveyed stations of A今ti/usgal/oprovincialis and Perna viridis in Tanabe Bay and its adjacent waters, 
Wakayama Prefecture, Japan (I 9：・ seeTable I). 
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表 l 和歌山県田辺湾とその近隣域におけるムラ
サキイガイとミドリイガイの 2017年9月の生
息地点と個体数（！ m長のフロートに．一．発
見されず，ム．ト9個体，. 10-100個体，c：
100個体以上。

Table I. Occurrence and number of individuals of 
Aそytilusgalloprovincialis and Perna viridis in 
Tanabe Bay and its adjacent waters, Wakayama 
Prefecture, Japan in September, 2017. Number of 
individuals, per l m日oat，一・notfound；ム・ l-9;
e: 10一100；c・＞100.
調査地点（図 l参照） ムラサキイガイ ミドリイガイ

Stations (see Fig. I) Mytilus galloprnvincialis Perna viridis 
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． 
名瀬・久保田， 1996,1997；久保田，2007,2011) , 

今回，ムラサキイガイとの交代がより顕著に

なったと言える ミドリイガイは大型のサイズ

に達している個体も多いことからも（今回の最

大が前後軸長 95mm），成熟して再生産を田辺

湾で、は行っていると推察される．
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